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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成19年５月25日の決算発表時に公表した平成20年３月期の中間業績

予想及び通期業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１．平成20年３月期中間業績予想数値の修正(平成19年４月１日～平成19年９月30日) 

(単位:百万円、％、百万円未満切り捨て) 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 １株当たり 
中間純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 14,100 △10 △40 0 －円－銭

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 14,202 40 10 50 7円28銭

増   減   額（Ｂ－Ａ） 102 50 50 50 7円28銭

増    減    率（％） 0.7 － － － －

（ご参考) 
前期実績（平成19年３月期中間） 

14,631 △79 △123 △208 △31円01銭

 

２．平成20年３月期通期業績予想数値の修正(平成19年４月１日～平成20年３月31日) 

(単位:百万円、％、百万円未満切り捨て) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 28,700 130 60 80 11円45銭

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 28,700 150 80 100 14円32銭

増   減   額（Ｂ－Ａ） － 20 20 20 2円87銭

増    減    率（％） － 15.4 33.3 25.0 25.1

（ご参考) 
前期実績（平成19年３月期通期） 

29,071 △43 △128 △198 △29円24銭

 



３．修正の理由 

平成20年３月期中間期の業績は当初業績予想に対して、営業利益、経常利益、当期純利益について

上方修正するものです。当中間期におきましては、既存の鮮ど市場各店舗の売上が順調に推移し、予

想以上の売上高を確保することが出来ました。 

特に、平成18年５月に新規出店した「鮮ど市場直方店」と11月に業態変更した「鮮ど市場岡垣店」

の売上高が予想以上の売上増となり、営業利益におきましても大幅に改善することができました。 

 また、売上増を図る一方、経営の効率化ならびに経費全体の見直しを徹底した結果、販管費が大幅

に減少いたしました。 

その結果、営業利益は50百万円増の40百万円、経常利益は50百万円増の10百万円、当期純利益は50

百万円増の50百万円となる見込みです。 

なお、下半期につきましては、経営環境は引き続き厳しい状況にあるものと予想されますが、通期

予想は当初予想数値を若干上回る見込みであります。 

(注)上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後の様々な要因により上記予想数値とは異なる結果となる場合があります。 

 

以   上 


